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引用（Cita%on）
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“A bibliographic citation is a conceptual directional link from a 
citing entity to a cited entity, for the purpose of acknowledging or 
ascribing credit for the contribution made by the author(s) of the 
cited entity”
Peroni, S. (2019). Open Citations 101 : Historical Background and Current Development. 2019年度京都大学図書館
機構講演会. http://hdl.handle.net/2433/241636

（試訳）引用するエンティティから引用されるエンティティへの概念
的で方向性のあるリンク

エンティティ（≒実体）：論文、図書、webページといったあらゆるリ
ソース

引用元文献 引用先文献

引用文献リスト：引用元文献に記
載された引用先文献のリスト

文献の引用データ：本発表では、
文献の引用文献リストをデータとし
たもの



引用データのオープン化
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引用データは、研究評価、研究プロセスの理解、図書館の蔵書形成
など様々な目的で利用されている [Smith 81]

しかし、自由かつ機械可読なアクセスの実現は遅れている
• 引用データの整備のためのノウハウやリソース（予算、人材）不足
• 複雑なライセンスでの保護

近年、引用データのオープン化が進展している
• I4OC（Ini7a7ve for Open Cita7ons）
• MicrosoC Academic Graph（2021年末をもって更新終了）
• Springer Nature SciGraph

Smith, L. C.: Cita-on analysis, Library Trends, Vol. 30, No. 1, pp. 83–106 (1981). 



オープン・サイテーションとは？ [1/2]

以下の3つの原則（“SSO Principles”）を満たす引用データは
オープン・サイテーション（OC）である。
•構造的（Structured）：RDF等の機械可読なフォーマットで
表現されていること

•分離可能（Separable）：引用データが記載されている引用
元文献にアクセスしなくても、引用データを入手可能であ
ること

• オープン（Open）：無償でアクセス可能であり、CC0等のラ
イセンスが与えられており再利用に際して制限がないこと
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オープン・サイテーションの定義 [Peroni & Sho6on 18]

S. Peroni and D. ShoHon (2018). Open CitaJon: DefiniJon. hHps://doi.org/10.6084/m9.figshare.6683855



オープン・サイテーションとは？ [2/2]
さらに、引用データにて引用元・引用先となっている文献は
以下の2つの原則を満たさなければならない。
•識別可能（Iden;fiable）：DOI等の識別子によって識別可
能であること

•入手可能（Available）：識別子を利用することで文献の基
本的なメタデータを入手可能であること
さらに、このメタデータもSSO原則に沿っていること
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S. Peroni and D. ShoHon (2018). Open CitaJon: DefiniJon. hHps://doi.org/10.6084/m9.figshare.6683855



構造的
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Peroni, S. (2019). Open Citations 101 : Historical Background and Current Development. 2019
年度京都大学図書館機構講演会. http://hdl.handle.net/2433/241636



分離可能 [1/3]
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Peroni, S. (2019). Open CitaJons 101 : Historical Background and Current Development. 2019
年度京都大学図書館機構講演会. hHp://hdl.handle.net/2433/241636



分離可能 [2/3]
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文献のページのソースを
見てみると、各要素がタ
グ付けされており、構造
化されている

「分離可能」になるには、これらの構造
化された引用文献リストのデータが、
Crossrefメタデータといったデータセット
やAPIでアクセス可能になる必要がある



分離可能 [3/3]
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文献

出版社

人、Bot

OpenCita1ons

オープン・サイテーションの主な基盤

COCI

CROCI

人



オープン・サイテーションの例

Ø核となるのは、引用元文献と引用先文献の識別子

Øこれらの識別子を利用して文献の基本的なメタデータを入手できる
必要がある

（補足）オープン・サイテーションでありそうで異なるもの

2021/5/15 Chifumi Nishioka <nishioka.chifumi.2c@kyoto-u.ac.jp> 12

引用元文献の識別子 引用先文献の識別子

example/000.01 example/001.05

example/000.01 example/001.06

example/000.01 example/001.07

example/000.02 example/001.05

構造的 分離可能 オープン

Scopus、Web of Science等の引
用文献データベース

○ ○ ×

オープンアクセス論文 × × ○



OCの位置付け [1/2]
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オープンサイエンス

あらゆる学術情報の共有を促進し、様々な社会のステークホル
ダーの学術への関与を促進し、イノベーションを創出

出典：FOSTER. What is Open Science? IntroducJon. 
hHps://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introducJon



OCの位置付け [2/2]
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オープンデータ

制度面ならびに技術面における再利用性が確保された情報公
開の枠組み [大向 15]
大向一輝. (2015). 学術情報流通とオープンデータ (< 特集> オープンデータ). 情報の科学と技術, 65(12), 503-
508.

オープン・サイテーションでは…
SSO原則のうち、「構造的」「分離可能」が技術面における再利用
性の確保に該当し、「オープン」が制度面における再利用性の確
保に該当

また、文献の「識別可能」「入手可能」が技術面における再利用
性の確保に該当



技術面における再利用性の指標

オープンデータの5つ星スキーム
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オープンアクセスは多くの場合★に該当する。対して、オープン・サイ
テーションは★ ★ ★ ★や★ ★ ★ ★ ★を目指す。

https://www.w3.org/DesignIssues/LinkedData.html
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引用データ [1/3]

ØI4OCはCrossrefで各文献の引用
文献リス トを公開することを出版
者に推奨している。出版者は文献
ごとに引用文献リストの公開/限
定公開/非公開を選択できる。

ØOpenCitaNonsはCrossrefで公開/
限定公開されている引用文献リス
トをもとに、COCIを作成している。

17

Crossrefに登録・公開されている引用文献
リスト例（referenceというフィールド）

OpenCitaNons CorpusのCOCI (Open Cita7ons Index of Crossref Open 
DOI-to-DOI references)（2018年11月22日版）の利用

様々なプラットフォームでOCである引用データが公開されているが…

出版者から登録されたデータを元
に作成されているので、高品質

手法



引用データ [2/3]
COCI (Open Cita7ons Index of Crossref Open DOI-to-DOI references)
Ø引用元文献と引用先文献のDOIのペアから構成
Ø引用元文献についてはCrossref DOIをもつ文献のみが対象
Ø引用先文献としてはあらゆるDOIをもつ文献が対象

Ø46,530,436件の文献間の引用関係が449,842,375件収録
Ø引用元文献：24,182,977件
Ø引用先文献：38,481,195件

データ例
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oci,ciJng,cited,creaJon,Jmespan,journal_sc,author_sc
0200100000236252421370109080537010700020300040001-
020010000073609070863016304060103630305070563074902,"10.1002/pol.1985.170230401","10.1007/978-1-
4613-3575-7_2",1985-04,P2Y,no,no
0200100000236252421370109080537010700020300040002-
020010000073609070863016304060103630305070563074902,"10.1002/pol.1985.170230402","10.1007/978-1-
4613-3575-7_2",1985-04,P2Y,no,no

手法



引用データ [3/3]
• COCIを含めて、オープン・サイテーションは文献単位で行
われている

• よって、COCIの様々なフィールドのうち、引用元文献のみ
に着目する

日本の学術出版物におけるオープン・サイテーションの状況を
調査
→どの程度の日本の学術出版物が、引用文献リストをオープ
ン・サイテーションとして公開しているか？

oci,citing,cited,creation,timespan,journal_sc,author_sc
0200100000236252421370109080537010700020300040001-
020010000073609070863016304060103630305070563074902,"10.1002/pol.1985.170230401","10.1007/978-1-
4613-3575-7_2",1985-04,P2Y,no,no
0200100000236252421370109080537010700020300040002-
020010000073609070863016304060103630305070563074902,"10.1002/pol.1985.170230402","10.1007/978-1-
4613-3575-7_2",1985-04,P2Y,no,no

手法



日本の学術出版物 [1/3]
Ø日本の学術出版物は日本の出版者から公開された出版物とする

• 日本の学術出版物≠日本の著者による出版物
• 引用データをオープンにする主体は著者ではなく出版者であることが多い

ØJaLCによって付与されたDOIをもつ6,370,356件の文献
ØCOCIで引用元文献（引用文献リストを公開している文献）として収録
されているはCrossref DOIをもつ文献のみで、JaLC DOIが付与された
ものは、対象外

Øしかし、JaLCはCrossref DOIの付与も行っている

2021/5/15 20

JaLCメタデータ（ 2018年9月7日版）のデータセットの利用

手法



日本の学術出版物 [2/3]
JaLC経由で登録されたCrossref DOIを保有する文献に絞る

ØCrossrefメタデータ：2018年9月に収集・作成されたCrossref DOIが付
与されている全文献99,874,789件のメタデータのデータセット
さらに…「各文献のオープンアクセス状況と絡めて分析したい」

Øunpaywallはあらゆる文献の合法的にオープンアクセスとなっている
版を探索・提供するウェブブラウザの拡張機能

Ø拡張機能のDBは公開されており、2018年9月24日版を使用
• Crossref DOIをもつ全文献99,940,229件のDOIならびにオープンアクセスに関
する情報等を収録

21

「JaLC経由で登録されたCrossref DOIをもつ文献」
=「JaLCメタデータの収録文献」∩「Crossrefメタデータの収録文献」

「調査対象文献」=「JaLC経由で登録されたCrossref DOIをもつ文献」
∩「unpaywallの収録文献」

2021/5/15 Chifumi Nishioka <nishioka.chifumi.2c@kyoto-u.ac.jp>

手法



日本の学術出版物 [3/3]

ØJaLCメタデータに収録されている6,370,356件のうち、2,049,891件（
32.18%）が調査対象

Ø比較のため世界の学術出版物を対象とした調査も実施する
→ Crossrefメタデータとunpaywallどちらにも収録されている
99,848,571件が調査対象
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JaLCメタデータ

Crossrefメタデータ unpaywall

日本の学術出版物

手法



OC状況のラベル付け [1/2]
各文献のオープン・サイテーションの状況をラベル付けする

• オープン：Crossrefで引用文献リストを公開/限定公開して
いる文献
• 「文献がCOCIに引用元文献として収録されている」

• クローズド：Crossrefに引用文献リストを登録しているが、
非公開にしている文献
• 「文献がCOCIで引用元文献として収録されていない」
• かつ「文献のCrossrefメタデータのフィールド“reference-count”が

1以上である」

232021/5/15

手法

Crossrefで引用文献リストを公開しており、reference-countが1以上でも、 DOIが付
与された文献を全く引用していない場合には、COCIでは引用元文献として収録さ
れないため、クローズドと判定される。



OC状況のラベル付け [2/2]
•未整理・非存在：下記の2ケースが該当する

• 未整理：1件以上の文献を引用しているが、文献の引用文献リ
ストが組織化されておらず、オープン・サイテーションの条件を
満たす引用データがない

• 非存在：文献が引用を行っていない（雑誌の編集後記、目次等）
→ 「非存在であること」の記述が求められる
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手法

※組織化：引用データを「構造的」「分離可能」にすること



全体

•世界と比較すると、オープン・クローズドの割合が低く、未
整理・非存在の割合が高い

•日本の学術出版物のうち、99.99%は文献種別がjournal-
arBcle（雑誌論文）→ 「未整理」であると予想される
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全文献件数 オープン (%) クローズド (%) 未整理・非存在 (%)

日本 2,049,891 386,632 (18.86) 148,130 (7.23) 1,515,129 (73.91)

世界 99,848,571 24,178,446 (24.22) 16,589,545 (16.61) 59,080,580 (59.17)

結果



オープンアクセス

•日本では、OA文献と非OA文献の間にほとんど差はない
•世界では、OA文献のほうがオープンの割合が高く、クロー
ズドの割合が低い

2021/5/15 Chifumi Nishioka <nishioka.chifumi.2c@kyoto-u.ac.jp> 26

オープンアクセス（OA）である文献とそうでない文献のあいだに、オ
ープン・サイテーションの状況に差異があるか？

全文献件数 オープン (%) クローズド (%) 未整理・非存在 (%)

日本
OA文献 1,696,636 316,810 (18.67) 124,015 (7.31) 1,255,811 (74.02)

非OA文献 353,255 69,822 (19.77) 24,115 (6.83) 259,318 (73.41)

世界
OA文献 24,961,752 7,077,997 (28.36) 2,391,627 (9.58) 15,492,128 (62.06)

非OA文献 74,886,819 17,100,449 (22.84) 14,197,918 (18.96) 43,588,452 (58.21)

結果



DOAJへの収録 [1/2]
DOAJ（Directory of Open Access Journals）: OAジャーナルとその論文
をリストしたウェブサイトである。リストに掲載されるためには「全コン
テンツに無償でアクセス可能である」かつ「査読・編集によって高品質
基準を満たしている」という条件を満たさなければならない。

27

DOAJに収録されている文献とそうでない文献のあいだに、オープン
・サイテーションの状況に差異があるか？

全文献件数 オープン (%) クローズド (%) 未整理・非存在 (%)

日本
DOAJ収録雑誌文献 3,760 1,837 (49.81) 992 (26.38) 895 (23.80)

DOAJ非収録雑誌文献 2,046,131 384,759 (18.80) 147,138 (7.19) 1,514,234 (74.00)

世界
DOAJ収録雑誌文献 3,227,017 1,580,857 (48.99) 273,392 (8.47) 1,372,768 (42.54)

DOAJ非収録雑誌文献 96,621,554 22,597,589 (23.39) 16,316,153 (16.89) 57,707,812 (59.72)
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結果



DOAJへの収録 [2/2]
•日本のDOAJ収録雑誌文献の約半数はOCに対応している
が、約4分の1は引用データをクローズドにしている
•世界でもDOAJ収録雑誌文献の約半数がOCに対応してい
る

•一方、未整理・非存在の割合も高い
• 未整理・非存在の文献が収録されているOAジャーナルのタイト
ルの言語を抽出したところ、6,813誌のうち英語のタイトルをもつ
雑誌は3,595誌（52.77%）に留まる

• 英語を除く と、ポルトガル語、スペイン語、インドネシア語の順に
多く、これらの英語ではない言語の文献では引用文献リストの
組織化のノウハウがあまり発展されていないことも理由として考
えられる
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結果



分類 [1/3]

•文献の分類の特定方法
• 国立国会図書館の雑誌記事索引採録誌一覧を使用

• 雑誌情報（タイトル、ISSN等）と国立国会図書館分類表の分類を収録
• ISSNによって紐づけることで、文献が掲載されている雑誌の分
類を特定する

• 分類が取得できなかった場合は「不明」を割り当てる
• 分類が複数特定できた文献については、1を与えられた分類数
で割り、各分類に割り当てる
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異なる分類の文献のあいだに、 オープン・サイテーションの状況に
差異があるか？

結果



分類 [2/3]
分類 全文献件数 オープン (%) クローズド (%) 未整理・非存在 (%)

政治・法律・行政 4,735.00 99.50 (2.10) 55.00 (1.16) 4,580.50 (96.74)

経済 10,179.00 1,534.00 (15.07) 1,675.00 (16.46) 6,970.00 (68.47) 

社会・労働 10,758.50 1,446.00 (13.44) 1,367.00 (12.71) 7,945.50 (73.85) 

教育 17,621.00 3,234.00 (18.35) 1,991.50 (11.30) 12,395.50 (70.35) 

歴史・地理 14,740.00 192.00 (1.30) 990.00 (6.72) 13,558.00 (91.98) 

哲学・宗教 15,104.00 1.00 (0.01) 124.00 (0.82) 14,979.00 (99.17) 

芸術 6,162.00 595.00 (9.66) 605.00 (9.82) 4,962.00 (80.53) 

科学技術一般 164,957.75 28,172.00 (17.08) 11,250.25 (6.82) 125,535.50 (76.10) 

建設工学・機械工学 248,957.25 34,152.50 (13.72) 26,390.75 (10.60) 188,414.00 (75.68) 

化学・化学工業 364,817.75 95,301.50 (26.12) 27,415.25 (7.51) 242,101.00 (66.36) 

生物学 192,386.00 35,434.00 (18.42) 17,268.00 (8.98) 139,684.00 (72.61) 

人類学・医学・薬学 407,761.75 68,203.50 (16.73) 21,191.25 (5.20) 318,367.00 (78.08) 

不明 591,711.00 118,267.00 (19.99) 37,807.00 (6.39) 435,637.00 (73.62) 

計 2,049,891.00 386,632.00 (18.86) 148,130.00 (7.23) 1,515,129.00 (73.91) 
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結果



分類 [3/3]
•化学・化学工業、生物学、科学技術一般等STM（科学・医
学・工学）分野の文献で、オープン・サイテーションが特に
進展している

•対して、歴史・地理、哲学・宗教、芸術など人文学系分野
では、オープンの割合が低いことが観察された
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結果



雑誌 [1/2]
•文献のメタデータの付与・登録方法は、各雑誌ごとに概ね
統一されている

•引用文献リストのCrossrefへの登録やそれらの公開につ
いては、出版者や編集者の意向が反映される
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どのような雑誌でオープン・サイテーションが進展しているか？

結果



雑誌 [2/2]

ØSTM分野に属する英文誌
ØWoS Core Collectionに収録され
ていてIFを保有していることから
国際的な認知高

Ø日本の学術出版物の多くがJ-
STAGEを出版プラットフォームとし
て利用していることに対して、10
誌中5誌がNature等の商業出版
社や海外で広く利用されている
Atypon社の出版プラットフォーム
を利用
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商業出版社や出版プラットフォームでの慣習がオープン・サイテー
ションに影響を与えている？

収録文献が100件以上ある雑誌で、オ
ープンの文献の割合が最も高い雑誌
10誌

最もオープンの割合が高い雑誌

結果



出版プラットフォーム [1/3]
出版プラットフォームでの慣習が引用データの組織化・オー
プン化に影響を与えている可能性

•各文献のDOIの第一リダイレクト先URLの“Top Level 
Domain (TDL) + Second-Level Domain”を出版プラットフォ
ームとした
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どのような出版プラットフォームでオープン・サイテーションが進展し

ているか？

結果



出版プラットフォーム [2/3]

• jst.go.jp（J-STAGE）は文献件数において大きい割合を占め
ているので、日本全体のオープンの割合（18.86%）とクロ
ーズドの割合（7.23%）と近い数値
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出版プラットフォーム 全文献件数 オープン (%) クローズド (%) 未整理・非存在 (%)

jst.go.jp 1,916,859  294,593 (15.37) 135,024 (7.04) 1,487,242 (77.59) 

csj.jp 63,347 61,963 (97.82) 1,046 (1.65) 338 (0.53) 

japanlinkcenter.org 17,540 10,696 (60.98) 3,753 (21.40)  3,091 (17.62) 

tandfonline.com 13,000 6,172 (47.48) 4,964 (38.18) 1,864 (14.34) 

projecteuclid.org 11,360 0 (0.00) 0 (0.00) 11,360 (100.00) 

不明 5,752 681 (11.84) 951 (16.53) 4,120 (71.63) 

nature.com 4,827 4,813 (99.71) 10 (0.21) 4 (0.08) 

oup.com 2,714 795 (29.29) 19 (0.70) 1,900 (70.01) 

elsevier.com 2,711 843 (31.10) 1,822 (67.21) 46 (1.70) 

jps.jp 2,505 2,443 (97.52) 3 (0.12) 59 (2.36) 

最も利用されている出版プラットフォーム上位10件のオープン・サイテーションの状況

結果



出版プラットフォーム [3/3]
• csj.jp（日本化学会）とjps.jp（日本物理学会）では、オープ
ンの割合（97.82%、97.52%）が圧倒的に高い
• いずれもAtypon社のデジタルコンテンツシステムにより出版プラ
ットフォームが構築されている

• 分野別では化学・化学工業でオープンの割合が高いことが観察
されたが、csj.jpでオープンの割合の高さが寄与している

•非営利の数学分野の出版プラットフォームである
projecteuclid.orgでは、オープンとクローズドの割合がとも
に0%である
•商業出版社のプラットフォームtandfonline.com（Taylor & 

Francis）、nature.com（Nature）、elsevier.com（Elsevier）で
は、オープンの割合に差があるが、未整理・非存在の割
合は比較的小さい
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結果



出版年 [1/5]
•引用データは著作権などで保護されているという考えもあ
るため、論文と同様に、出版者が定めるエンバーゴ期間
にはオープンにできないということも考えられる

•古い文献では、引用文献リストが組織化されていないとい
うことも考えられる

•文献の出版年はCrossrefメタデータより取得
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異なる出版年の文献のあいだに、オープン・サイテーションの状況
に差異があるか？

結果



出版年 [2/5]

38

日本

直近の10年間に出版された文献に注目すると、概ね
40%以上の文献の引用文献リストがオープンになってい
るが過去の文献では未整理・非存在が多い

世界

出版年がオープンの割合に与える影響は少ない
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結果



出版年 [3/5]
•日本の直近の10年間に出版された文献に注目すると、概
ね40%以上の文献の引用データがオープンになっており、
海外と比較して進んでいる

•一方、近年にいくほどクローズドの割合も増えている

•日本の過去の文献については、未整理・非存在の割合が
高く、引用データの組織化が課題である
• 過去の文献が閲覧される回数は比較的少ないが、研究の検証
可能性や学術の発展の追跡可能性の向上のためにも、過去の
文献の引用データをオープンにすることは重要
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近年、日本の学術出版物はJaLC DOIを付与するケースが増えており、国際的志
向性の高い雑誌がJaLC経由でCrossref DOIを付与し続けている。調査対象に占め
る国際的志向性の高い雑誌の文献の割合が大きくなったことから、オープンとク
ローズドの割合が高くなったとも考えられる。

結果



出版年 [4/5]
•過去の文献の引用文献リストをオープン・サイテーション
にする取り組み

40

Warren-Jones, E. 
(2019). Unlocking 
100 Years Of 
ScienJfic Papers 
Through Machine 
Learning. scholarcy. 
hHps://www.scholar
cy.com/unlocking-
100-years-of-
scienJfic-papers-
how-scholarcy-
partnered-with-bmj-
to-further-i4oc/



出版年 [5/5]
•世界の学術出版物は日本と比較すると、出版年が各割合
に与える影響は小さい

•世界の学術出版物における近年のオープンの割合が低
い理由として、大手商業出版社による影響が挙げられる
• Elsevierが出版元である文献の引用文献リストをオープンにする
だけで、オープンの割合は10%増加
→ 2020年末頃にオープンに！
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A. Plume. “Advancing responsible research assessment.” Elsevier, 2020-12-06. 
hHps://www.elsevier.com/connect/advancing-responsible-research-assessment

結果



紀要 [1/4]
•大学等の研究機関が発行する学術雑誌である紀要は、
機関リポジトリが主たる公開場所となっていることが多い [
竹内 12]
• J-STAGEや商業出版者のプラットフォームでは各文献のペ
ージにて引用関係がある文献へのリンクが付与されてお
り、科学的知見の検証可能性の向上に寄与している

•対して、多くの機関リポジトリではリンクは表示されない
→リンクを表示するには、引用データが組織化されている
必要
→さらにオープンになっていることが望ましい

紀要に注目して、オープン・サイテーションの状況を調査する

竹内比呂也. (2012). 大学紀要というメディア: 限りなく透明に近いグレイ?(< 特集> 灰色文献). 情報の科学と技術, 
62(2), 72-77. 42

結果



紀要 [2/4]
•紀要を2種類の方法で特定して、調査を実施

• 国立国会図書館分類で紀要に分類される文献
• 大学が出版者となっている文献
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結果



紀要 [3/4]
•国立国会図書館分類でZV1（紀要）に分類される文献

• 雑誌記事索引採録誌一覧では、掲載されている23,910誌のうち
3,029誌にZV1の分類が与えられている

• ISSNで紐付けを行い、 ZV1の分類が割り当てられている文献
6,533件を特定した

• 2,131件（32.62%）がオープン、499件（7.64%）がクローズド、
3,903件（59.74%）が未整理・非存在に分類される

• これらは下記のいずれかの雑誌に収録
• 日本學士院紀要
• Proceedings of the Japan Academy
• Synthesiology
• 社会技術研究論文集
• 人間環境学研究
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いずれもJ-STAGE
で公開されており、
この調査の趣旨か
らずれる

結果



紀要 [4/4]
•大学が出版者となっている文献

• 文献の出版者名に“University”または“College”が入っている文
献を抽出した

• 26件の出版者が該当したが、そのうち18件は出版社（例：オック
スフォード大学出版局）・学会等である

• これらを除いた8件の出版者の文献は、機関リポジトリを利用し
て出版している

• 8件の出版者は計6,572件の文献を出版しており、そのうち2,215
件（33.70%）がオープン、1,228件（18.69%）がクローズド、3,129
件（47.61%）が未整理・非存在に分類される

• 紀要はいずれもオープンアクセスであるが、引用データをクロー
ズドにしている文献が存在する
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オープン・サイテーションの認知向上が求められる

結果



課題と解決策 [1/4]
オープン・サイテーションの定義

引用データの3つの原則
• 構造的（Structured）：RDF等の機械可読なフォーマットで表現されて
いること

• 分離可能（Separable）：引用データが記載されている引用元文献に
アクセスしなくても、引用データを入手可能であること

• オープン（Open）：無償でアクセス可能であり、再利用に際して制限
がないこと

引用データの引用元・引用先となっている文献の2つの原則
• 識別可能（Iden7fiable）：DOI等の識別子によって識別可能であるこ
と

• 入手可能（Available）：識別子を利用することで文献の基本的なメタ
データを入手可能であること
さらに、このメタデータもSSO原則に沿っていること 46

技術面←「未整理・非存在」
制度面← 「クローズド」

考察



課題と解決策 [2/4]
•技術面での課題←「未整理・非存在」
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以下に該当する日本の学術出版物は、引用データが未整理・非
存在である割合が高い
• 過去の文献
• 人文学系分野の文献
• J-STAGEや大学で出版されている文献

考察

• 引用データの組織化についてのノウハウの共有
• 機械学習、クラウドソーシング等、引用データの組織
化の手法の開発



課題と解決策 [3/4]

2021/5/15 Chifumi Nishioka <nishioka.chifumi.2c@kyoto-u.ac.jp> 48

考察

特に過去の文献、人文学系分野の文献では、引用先文

献が識別不可能な（識別子が付与されていない）ことに
よって、引用データの整理が難しいということも考えられ
る
→あらゆる学術資料の識別方法の検討



課題と解決策 [4/4]
•制度面での課題← 「クローズド」

2021/5/15 49

OAジャーナルの文献や機関リポジトリで公開されている紀要でも、
引用データがクローズドになっているケースが存在する

Crossrefでの引用データの公開設定等、OCの認知の向上

商業出版社の文献は、引用データがクローズドになっている文献
の割合が高い

オープンアクセスだけではなく、文献に付随するデータの
オープン化についても働きかけを実施
Plan Sでは学術雑誌への推奨事項として「I4OCが定める
標準に沿った引用データへのアクセスの提供」を挙げて
いる

考察



JaLCへの期待
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ジャパンリンクセンター運営委員会. メタデータのオープン化について. 2019. 

現在すでに書誌データは公開されているが、引用文献や被引用
情報についてもオープン化される方針である

考察



発表内容

• オープン・サイテーション（OC）とは？
•日本の学術出版物におけるオープン・サイテーションの状
況についての分析
• 手法：分析に使用したデータセット
• 結果
• 考察：調査で判明した課題と解決策

•京都大学図書館機構でのオープン・サイテーションの試
行

• まとめ
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京都大学図書館機構でのOCの試行

Ø紀要は、特に人文社会学系分野において重要な研究成果の公表
の場であり、機関リポジトリが主たる公開場所として利用されている
ことが多い。しかし、オープン・サイテーションにするためのリソース
は少ない。

Ø引用データは知識体系を示しており、文献のオープン・サイテーショ
ンは文献を既存の知識体系への埋め込むこと捉えられる。

Ø多くの機関リポジトリでは引用先文献へのリンクは表示されていな
い。表示することによって、利用者に対して知識体系を提示すること
ができ、研究支援につながる。

2021/5/15 Chifumi Nishioka <nishioka.chifumi.2c@kyoto-u.ac.jp> 52

学内の紀要を対象として、オープン・サイテーションを試行

試行の対象とした紀要
• 京都大学大学院教育学研究科紀要 24件
• 人文學報 13件



試行の手順
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【済】引用データの組織化（「構造的」かつ「分離可能」にする）

各紀要論文の註や参考文献を参照し、その紀要論文の引用デ
ータを組織化する

引用データの公開（「オープン」にする）

• 文献のメタデータ（ハーベストされることにより流通？）
• Wikidata
• OpenCitaNonsのCROCI

引用データの利活用

• 機関リポジトリ（IR）で表示することにより、研究の検証可能性
の向上に貢献

• 計量書誌学等・学術情報探索様々な用途での利活用の期待



IRでの引用文献リストの表示イメージ
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仕様書を作成して、引用データの作成を外注した

入力をお願いした項目

引用データの組織化の試行 [1/2]

入力項目 説明

引用元文献 識別子
引用元文献の識別子を入力する。人文學報であればDOI、京都
大学教育学研究科紀要であればハンドルシステム識別子を入
力する。

引用先文献

種別 JPCOARスキーマの資源タイプに沿って文献の種別を入力する。

著者 著者、編著者、訳者等を”; ”で区切って入力する。

タイトル 文献のタイトルを入力する。

雑誌/学会

逐次刊行物に収録されている際には、その文献が掲載されて
いる雑誌名を入力する。会議発表論文である場合には、学会名
を入力する。

文献の種別が図書（部分）（例：特定の章）である場合には、文
献が収録されている図書のタイトルを入力する。
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引用データの組織化の試行 [2/2]
入力項目 説明

引用先文献

巻 逐次巻号物に収録されている場合に、その文献が掲載されて
いる巻を入力する。

号 逐次巻号物に収録されている場合に、その文献が掲載されて
いる号を入力する。

頁番号
逐次巻号物に収録されている文献や、図書（部分）である際に、
開始頁番号と終了頁番号を入力する。

出版者 出版者を入力する。

識別子

文献が図書、図書（部分）である場合には、ISBNを入力する。イ
ンターネット上で公開されている論文、学位論文である場合に
は、DOI、ハンドルシステム識別子といった永続的識別子を入力
する。

リンク先
URL

図書、図書（部分）である場合には、その図書のCiNii Booksの
URLを入力する。CiNii Booksで見つからない場合には、国立国
会図書館サーチ、WorldCatにおけるその文献のURLを入力する。
インターネット上で公開されている論文や学位論文である場合
には、DOI等のURLを入力する。オンラインで公開されていない
場合には、その文献のCiNii ArticlesのURLを入力する。



作成された引用データ
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OCの実装に必要なこと
オープン・サイテーションの定義

引用データの3つの原則
• 構造的（Structured）：RDF等の機械可読なフォーマットで表現されて
いること

• 分離可能（Separable）：引用データが記載されている引用元文献に
アクセスしなくても、引用データを入手可能であること

• オープン（Open）：無償でアクセス可能であり、再利用に際して制限
がないこと

引用データの引用元・引用先となっている文献の2つの原則
• 識別可能（Iden7fiable）：DOI等の識別子によって識別可能であるこ
と

• 入手可能（Available）：識別子を利用することで文献の基本的なメタ
データを入手可能であること
さらに、このメタデータもSSO原則に沿っていること 58

引用先文献が識別子によ
って識別可能でなければ
ならない



種別
教育学研究科紀要 人文學報

件数 識別子あり 件数 識別子あり

図書（部分） 305 305 (100.00) 229 101 (44.10)

図書 282 282 (100.00) 297 175 (58.92)

学術雑誌論文 218 218 (100.00) 200 90 (45.00)

紀要論文 52 52 (100.00) 26 7 (26.92)

インタラクティブリソース 26 26 (100.00) 0 0 (-)

逐次刊行物 12 12 (100.00) 0 0 (-)

その他 12 8 (66.67) 33 8 (24.24)

不明 0 0 (-) 81 1 (1.23)

記事 2 2 (100.00) 74 39 (52.70)

新聞 8 8 (100.00) 57 1 (1.75)

博士論文 4 4 (100.00) 13 2 (15.38)

報告書 2 2 (100.00) 10 0 (0.00)

引用先文献の種別
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不明のも
のも多い

両紀要で図書（部分）や図書
が大きな割合を占める

• 特に人文學報では引用先文献の
種別が多岐にわたる

• 識別子がない引用先文献が多い



試行で明らかになった課題

•引用先文献を記述する方法が特に指定されていない
• とある論文は参考文献の章でまとめて記述してあり、別の論文
は註に記述している

•引用先文献の種別が多岐にわたり、識別子が与えられて
いないものが多い

•漢字・アルファベット以外の文字で記述された文献
→書誌情報を読み取ることが難しく、作業には専門知識
を要する
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発表内容

•背景：引用データのオープン化とその重要性
•データセット：分析に使用するデータ
•結果：オープン・サイテーションとオープンアクセスの現状
• まとめ
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まとめ
オープン・サイテーション：以下の原則を満たす引用データ
Ø 引用データが「構造的」「分離可能」「オープン」
Ø 引用元・引用先となっている文献が「識別可能」「入手可能」

日本のオープン・サイテーションの状況
Ø STM分野の英文誌でオープン・サイテーションは進展している
Ø 過去の文献、人文学系分野の文献、J-STAGEや大学で出版されている文献では
引用データが組織化されていないものが多い

Ø OAジャーナル等で公開されている文献でも、引用データが非公開に設定されて
いるものがある

京都大学図書館機構におけるオープン・サイテーションの試行
Ø IRで公開されている紀要論文を対象として実施
Ø IRで引用文献リストを表示することによって研究の検証可能性の向上に貢献
Ø 引用先文献の種別が多岐にわたり、識別子が与えられていないものが多いとい
った課題
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終


